
第４回 道路ＰＰＰ研究会 

議 事 概 要 

 

 

日 時：平成 24 年 5 月 10 日(木) 17:00～18:30 

場 所：中央合同庁舎 3号館  4 階特別会議室 

 

 

１． 資料説明 

・事務局より、資料１～５について説明を行った。 

 

２． 審議内容 

○ 審議における各委員からの主な意見等については以下のとおり。 

・ 東日本大震災時には道路の法面を登って避難された方もいる。道路法面への太

陽光発電装置の設置の際に考慮すべき事項として、震災時の住民避難の視点も

重要である。 

・ 自由通路の整備は現行の制度で実施可能となっているが、立体道路制度創設か

ら現在まで、立体道路制度により整備された事例がない。なぜ制度の活用事例

がないかということを掘り下げて議論するべきではないか。 

・ 占用対価の在り方については、価格を重視できる場合もあれば、必ずしもそう

でない場合もあるので、配慮すべきである。 

・ 今後、パートナーシップの在り方やオープン化の運用等を本研究会にて勉強し

ていくとし、掘り下げが必要な課題や新たな論点については、専門部会をつく

り検討を進めていくこととしたい。 

 


